
I 消 費購買動向調査の実施概要

1 胴 査の実施要領

(1)調 査の目的

県内の商圏構造や多様化する消費購買動向等の実態を把握し、今後の商業施策の参考とするこ

とを目的とする。

(2)調 査の概要

ア 調 査実施期間   平 成 21年 9月

イ 調 査範囲     福 島県
一円

ウ 調 査方法     調 査票 (マークシー ト)に よるアンケー ト調査方法

工 仮 説商圏の設定  県 北、県中、県南、会津、相双、いわき 計 6ブ ロック

(3)調 査事項の主な内容

ア 商 圏構造の動向         イ  市 町村別商圏人日の実勢

ウ ブ ロック別の消費動向      工  立 地特性にみる買物場所別消費購買行動

オ 購 買行動の特性         力  居 住地の買物環境変化

(4)母 集団の選定

消費活動が、世帯を単位として主たる購買者の消費購買態様として現れることに着目し、世帯

数を調査単位とする。その範囲は県内全域とする。

(5)標 本数

抽出率を各市町村 3.5%程 度とし、県全体の世帯数 726,950(平 成 21年 4月 1日現在)

から標本数は約 25,000世 帯とする。

(6)標 本の選定

標本の選定については、県内全域から抽出し、その抽出方法は以下のとおりとする。

ア 県 内を各市町村行政区域によつて区分する。

イ 59市 町村全てから公立中学校全校を選定する。

ウ 公立学校第1学年の学級に属する生徒の世帯を標本として選定する。
なお、公立中学校第1学年の生徒数が抽出率に満たない市町村は、不足分について第2学

年の学級に属する生徒の世帯を標本とする。
工 市 町村の世帯数から抽出率に相当する世帯数を決定し、これを当該市町村の公立中学校の

規模に応じて配分する。

なお、全公立中学校から少なくとも1学級を選定するものとする。

(7)調 査票

調査票は、電子計算機による集計を考慮して、マークシー トを採用し、集計 ・解析の迅速化を

図る。

(8)調 査機関と協力機関

ア 調 査機関 福 島県

イ 協 力機関 福 島県教育委員会、各市町村、各市町村教育委員会、各公立中学校
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消費購買動向調査
(お買物アンケー ト)

1言島県商工労働部

(お願い)
この調査は福島県が、柄島時1教育委員会、各市町村ならびに各市町村教育委員会のご協力のもとに、ご家庭の

皆さまに日常のお買物の傾向をお尋ねするものです。そしてその結果から、中小小売業の振興に役立てるととも

に、広く地域社会や消費者の要請に応えたより良い買物環境づくりの指針を得ようとするものです。
この調益票の記入は主にご家庭のお買物をなさる方にお願いしたいのですが、その際ご家族全員の買物行動も

考えに入れてご記入ください。

なお、個別の調査票の内容は公表いたしません。
ご協力を切にお願い中しあげます。

(記入の仕方)

1.各 質問項目ごとに、最も該当する

ものを1つだけ印をつけてください。

2,該 当項目は 0を |の ように黒 く

ぬりつぶしてください。

3.筆 記用具はHB又 は Bの 黒鉛筆

(シャープも可)のみを用い、ていねい

に記入してください。

4.間 違って記入した場合は、消しゴム

で消してください。

〈問い合わせ先〉
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2 今 回の罰査の特徴

(1)調 査票の項 目について

ア 問 5「最近、特に注目していること」について、「百円ショップ」を「アウトレットモール」に変

更した。

イ 問 6「中心市街地へ買物以外に出かける理由」について、「イベン トなど」を追カロした。

ウ 問 7「買物状況」の「1.買 物場所」について、各ブロック調査票に以下の買物場所の追加を行

った。

●県北ブロック

●県中ブロック

●県南ブロック

●会津ブロック

●相双ブロック

●いわきブロック

宮城県 (仙台以外)、栃木県

宮城県 (仙台以外)

宮城県 (仙台以外)

栃木県、茨城県

:宮城県 (仙台以外)、栃木県

工 問 1-1「 居住地」及び問 7「買物状況」の「1.買 物場所」において、市町村名は前回調査との

比較分析のため、平成 16年 10月以前の合併前の市町村名で表記した。

オ 問 5「買物店舗の形態」について、「アウトレントモール」を追加 して、設問項目は「個人商店」、
「スーパー」、「コンビニエンスス トア」、「デパー ト」、「大型専門店 ・量販店」、「アウトレットモ
ール」に改めた。

(2)調 査内容の分類について

今回の調査内容の分類は下記のとおりとする。

ア 商 圏タイプ別 (広域型商圏都市 ・地域型商圏都市 ・近隣型商圏都市)ご とにそれぞれの消費

購買動向を分析した。

商圏タイプの区分については、「皿調査結果 2商 圏構造の動向」の中で説明している。

イ ブ ロック別 (県北 ・県中 ・県南 ・会津 ・相双 。いわき)ご とに消費者の流動状況を分析した。

ウ 消 費者の購買行動の特性について分析した

3 報 告書利用上の注意点

(1)調 査対象の世帯は中学 1年生の生徒の属する世帯とする。

なお、中学 1年生の生徒の属する世帯数が抽出率に満たない市町村については、不足分につい

て中学 2年生の生徒の属する世帯も調査対象とした。

(2)図 表は理解しやすいよう割合 (パーセント表示)を 中心に表示 し、実数の一部を割愛した。

なお、パーセント表示については小数点第 2位 を四捨五入しているため、合計が 100%になら

ない図表もある。

(3)本 調査はアンケー ト調査結果の総有効標本数から未記入分を除いた数値を使用し作成した。

(4)吸 引人口とは他市町村 (いわき市においては地区)か らの流入人口で、地元購買人口は含まな

い 。

(5)居 住地のとらえ方については、市町村 (いわき市においては地区)を 単位としている。

(6)本 調査分析に用いた原データは、県商工労働部商業まちづくり課に平成 25年 3月まで保管

する。

(7)合 併市町村の取扱い

調査時点で、福島市(H20,7.1)、会津若松市 (H17.11.1)、白河市 (H17.11.7)、須賀川市(H17.4.1)、

喜多方市 (H18.1.4)、二本松市 (H17.12.1)、日村市 (H17.3.1)、南相馬市 (H18.1,1)、伊達市

(H18.1.1)、本宮市 (H19,1.1)、南会津町 (H18.3.20)、会津美里町 (H17.4.1)が合併してい

るが、これまでの調査との比較を行 うため、合併後の新市町としてではなく、旧市町村ごとに

分析を行う。

なお、旧市町村名及び各種データ等は平成 21年 4月 末日を基準とする。



4 調 査票の配布及び回収状況

調査実施要領に基づいて実施した調査票の配布及び回収の状況は標本集計表 (1)、 (2)の とお

りである。

(1)県 の人口及び世帯数は 2,044,443人、726,950世帯 (平成 21年 4月 1日現在)で ある。

(2)有 効標本数は 20,812件で、前回調査に比べて 533件多い。

(3)有 効標本回収率及び抽出率は、83.0%、2.9%で ある。

標本集計表 (1)

ブロック 世帯数 人 口 配布数 有効標本数 有効回答率 有効抽出率

1県    北 176,906 500,257 6,095 5,260 86.3% 3.0%

2県    中 197,315 554,247 6,801 5,357 78.8% 2.7%

3県   南 50,290 150,931 1,733 1,523 87.9% 3.0%

4会    津 104,178 297,679 3,603 2,938 81.5% 2.8%

5相    双 65,976 195,813 2,279 1,947 85.4% 3.0%

6い  わ き 132,285 345,516 4,555 3,787 83.1% 2.9%

合計 726,950 2,044,443 25,066 20,812 83.0% 2.9%

注1)人 日及び世帯数は平成 21年 4月 1日現在のものである。

注2)標 本の有効抽出率は、有効標本数キ世帯数×100で求めた数値である。

標本集計表 (2)

県北ブロック

居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数

福島市 3,241 旧霊山町 70 旧東和町 52 川俣町 151

旧飯野町 79 旧月舘町 41 旧本宮町 232 大玉村 75

旧伊達町 110 二本松市 325 1日白源琳寸 74

旧梁川町 205 旧安達町 99 桑折町 133

旧保原町 208 旧岩代町 60 国見町 105 計 5,260

県中ブロック

居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数

郡山市 3,298 旧大越町 52 天栄村 59 古殿町 55

須賀川市 654 旧都路村 28 石川町 163 三春町 198

旧長沼町 49 旧常葉町 46 玉川村 76 小野町 105

旧岩瀬村 26 旧船引町 209 平田村 69

旧滝根町 70 鏡石町 126 浅川町 74 計 5,357

県南ブロック

居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数

白,可市 561 西郷村 214 棚倉町 150

旧表郷村 53 泉崎村 62 矢祭町 58

1日東本寸 54 中島村 65 塙町 91

1日大1言本寸 32 矢吹町 161 鮫川村 22 計 1,523



会津ブロック

居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数

会津若松市 1,240 】ヒ招霊炉衰本寸 24 旧会津本郷町 61 旧南郷村 21

旧北会津村 66 西会津町 92 旧新鶴村 27 下郷町 71

旧河東町 磐梯町 29 三島町 16 棺枝岐村 9

喜多方市 289 猪苗代町 137 金山町 33 只見町 45

旧熱塩加納村 19 会津坂下町 153 口召呑日本寸

旧塩川町 98 湯川村 30 旧田島町 146

旧山都町 22 柳津町 34 旧舘岩村 22

旧高郷村 15 旧会岸高田町 107 旧伊南村 10 計 2,938

相双ブロック

居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数

相馬市 364 広野町 68 大熊町 116 新地町 47

旧原町市 504 楢葉町 58 双葉町 83 飯舘村 54

旧鹿島町 89 富岡町 191 浪江町 192

旧小高町 150 川内村 19 葛尾村 12 計 1,947

いわきブロック

居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数 居住地 標本数

平 1,219 勿来 540 川前 5 田人 15

内郷 243 四倉 181 三和 26

常磐 325 久之浜口大久 94 好間 119

小名浜 879 ′卜川 89 遠野
・

52 計 3,787

5 各 市町村の世帯数と人口

県全体 (各ブロック合計)

ブロック 世帯数 人 口

垢設】ヒ
176,906 500,257

174,226 511,092

県中
197,315 554,247

192,956 560,839

県南
50,290 150,931

48,625 153,158

会津
104,178 297,679

106,226 309,878

相双
65,976 195,813

64,609 200,489

いわき
132,285 345,516

128,797 352,417

計
726,950 2,044,443

715,439 2,087,873

注 :上段は平成 21年 4月 1日 時点、下段は平成 18年 4月 1日 時点



県北ブロック

市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口

福島市
112,618 293,425

国見町
3,247 101263

大玉村
2,264 8,447

110,130 295,891 3,189 10,596 2 , 1 1 5 8,481

伊達市
21,120 66,703

桑折町
4,103 13,082

本宮市
9,575 31,750

21,416 70,390 4,074 13,364 9,152 31,484

二本松市
18,690 60,650

川俣町
5,289 15,937

計
176,906 500,257

18,789 63,946 5,361 16,940 174,226 511,092

県中ブロック

市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口

郡山市
130,735 338,223

石川町
5,665 18,176

三春町
5,721 18,502

126,650 338,232 5,530 18,847 5,626 19,049

須賀川市
25,651 79,629

玉川村
2,023 7,418

小野町
3,746 11,496

25,884 80,936 1,947 7,573 3,732 12,015

田村市
12,133 41,491

平田村
2,052 7,121

12,163 43,950 2,010 7,370

鏡石町
4,045 12,744

浅川町
2,023 7,005

3,894 12,739 2,055 7,200

天栄村
1,718 6,296

古殿町
1,803 6,146

計
197,315 554,247

1,679 6,486 1,786 6,442 192,956 560,839

県南ブロック

市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口

白河市
23,198 65,140

矢吹町
5,991 18,602

鮫川村
1,130 4,032

22,429 65,845 5,809 18,727 1,105 4,204

西郷村
6,572 19,719

棚倉町
4,837 15,291

6,174 19,501 4,758 15,693

泉崎村
1,963 6,596

矢祭町
1,975 6,445

1,909 6,761 1,958 6,706

中島村
1,355 5,059

塙町
3,269 10,047

計
50,290 150,931

1,319 5,147 3,164 10,524 48,625 153,158



会津ブロック

市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口

会津若松市
48,526 127,893

会津坂下町
5,431 17,658

日召呑日本寸
647 1,462

48,698 130,340 5,372 18,175 680 1,604

喜多方市
17,429 53,668

湯川村
918 3,430

南会津町
6,672 18,573

18,308 56‐328 913 3,553 7,028 20,126

】ヒ」嘉炉煮本寸
1,158 3,395

柳津町
1,296 3,951

下郷町
2,154 6,545

1,098 3,447 1,309 4,199 2,192 6,983

西会津町
2,791 7,605

会津美里町
6,943 23,414

櫓枝岐村
246 670

2,823 8,136 7,542 25,282 218 695

磐梯町
1,170 3,797

三島町
770 2,027

只見町
1,880 5,044

1,157 3,903 799 2,216 1,898 5,244

猪苗代町
5,076 16,033

金山町
1,071 2,514

計
104,178 297,679

5,071 16,864 1,120 2,783 106,226 309,878

相双ブロック

市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口 市町村 世帯数 人 口

相馬市
13,067 38,068

川内村
1,019 2,948

新地町
2,470 8,327

12,536 38,385 982 3,105 2,409 8,517

南相馬市
23,252 70,937

大熊町
3,803 11,157

飯舘村
1,688 6,202

23,413 73,371 3,551 10,954 1,722 6,613

広野町
1,355 5,361

双葉町
2,487 6,939

1,783 5,479 2,383 7,124

楢葉町
2,746 7,851

浪江町
7,158 20,765

2,650 8,084 7,048 21,438

富岡町
5,976 15,760

葛尾村
455 1,498

計
65,976 195,813

5,668 15,801 464 1,618 64,609 200,489

いわきブロック

地区 世帯数 人 口 地区 世帯数 人 口 地 区 世帯数 人 口

平
39,215 99,101

四倉
5,324 15,344

好間
5,418 13,484

38,003 99,873 5,253 16,035 5,210 13,718

内郷
11,286 27,276 久之浜ロ

大久

1,952 5,722
遠野

1,931 6,231

11,387 28,580 1,951 6,148 1,885 6,631

常磐
13,707 35,437

′卜川

2,514 7,443
田人

715 2,029

13,467 36,397 2,440 7,690 714 2,167

小名浜
29,748 77,407

川前
512 1,397

28,423 77,461 515 1,526

勿来
18,861 51,076

三和
1,102 3,569

計
132,285 345,516

18,441 52,369 1,108 3,822 128,797 352,417

注 :上段は平成 21年 4月 1日時点、下段は平成 18年 4月 1日現在古

※人口は前回調査時点と各ブロックで大きな変化がないため、実数の増減については考慮しないで分

析を行つた。


